
・H－ⅡAロケットの継続的な打上げ
・将来の輸送ニーズに向けたH－ⅡBロケットの開発

・民の活力を重視

液体エンジン技術の
高信頼性化等

・・・・・・

国家基幹技術としての宇宙輸送システム

世界最高水準の基
幹ロケットの確立・

維持

将来の基本的な
ニーズに対応でき
る自律的な技術基

盤の保持

国際宇宙ステー
ション等への補給
手段の確立

将来のニーズに向け
た機能強化

Ｈ－ⅡＡロケット等の継続運用を着実に実施し、ロケット技術を成熟化。

世界水準を
上回る信頼
性の確立

平成１９年度概算要求額 44,362百万円
(平成１８年度予算額） 25,539百万円
※運営費交付金中の推計額を含む

我が国が必要
な時に、独自
に宇宙空間に
必要な人工衛
星等を輸送す
る能力の保持

軌道間
輸送手段

地上から軌道
への輸送手段

自律的な
宇宙輸送システム

の確立

我が国の総合的な安全保障の確保、国際社会における自律性維持
巨大システム技術の製造・運用による幅広い分野への波及効果

基盤技術の維持・向上

＜19年度の内容＞
・21年度技術実証機打上げに向けた開発

・定常運用に向けた準備

宇宙ステーション
補給機（HTV）

・国際宇宙ステーション計画における日本の義務履行
・我が国独自の補給機であるＨＴＶの開発
・ＨＴＶの実証・運用により技術を蓄積

＜19年度の内容＞
H-IIAロケット：月周回衛星（SELENE）及び超高速イン

ターネット衛星（WINDS）の19年度打上げ

の実施、温室効果ガス観測技術衛星
（GOSAT）の20年度打上げに向けた準備

H-IIBロケット：：21年度試験機打上げに向けた開発



災害監視

総合的安全保障に不可欠な観測・探
査活動の基盤となるシステムの確立

地球観測 資源探査

【データ統合・解析システム】

データ

【次世代海洋探査技術】
「ちきゅう」・次世代深海探査機

「しんかい6500」等

既存の観測プラット
フォーム

【衛星観測監視システム】
準天頂・ALOS・GOSAT・GPM/DPR・GCOM

データ

国家基幹技術としての海 洋 地 球 観 測 探 査 シ ス テ ム

モデル

19年度概算要求 ：33,806百万円
（18年度予算額） ：14,597百万円
※運営費交付金中の推計額を含む

【次世代海洋探査技術】
○「ちきゅう」による世界最高の深海底ライザー掘削技術
の開発
地球内部構造の解明、新たな資源の探索技術、及

び我が国の国際競争力の確保のため、地球深部探査
船「ちきゅう」による海底下7000m の大深度掘削技
術の確立、さらに、マントルの試料採取を可能とす
る大水深掘削技術の開発等に集中的に取り組む。

○次世代型深海探査技術の開発
従来調査が困難であった海域を含む海中及び海底

の調査を精密・広域に行うために必要な技術の開発
に集中的に取り組む。

【衛星観測監視システム】
○衛星観測監視システムの確立

地球規模の環境問題や大規模自然災害等の脅威に対
する危機管理を自律的に行うため、広域性、耐災害性
等を有する人工衛星による全球的な観測・監視技術の
確立に必要な取組みを進める。

【データ統合・解析システム】
包括的で調整された持続的な地球システム観測の達

成に貢献するため以下の機能を持つシステムの研究開
発・運用を行う。
・収集した多種多様な観測データの統合化及びそれ

らデータの検索、可視化等の情報処理機能
・有用情報へのデータ変換機能及びその国際的共有化

【活用分野】



○ エネルギー資源に乏しい我が国において、高速増殖炉サイクル技術を確立することにより、長期的なエネル
ギー安定供給を確保することは国の存立基盤をなす重要課題であり、第３期科学技術基本計画において、国家
的な大規模プロジェクトとして基本計画期間中に集中的に投資すべき基幹技術（国家基幹技術）として位置づけ

○ また、第４世代原子力システム国際フォーラム（ＧＩＦ）、国際原子力エネルギー・パートナーシップ（GNEP）構想

等を通じて、我が国が先導して高速増殖炉サイクル技術を提案することで、国際標準化を目指すなど国際競争力
を確保する上で重要な技術

長期的エネルギー安定供給 ： ウランを数十倍有効利用（２１００年頃は海外から燃料（ウラン）の輸入不要）
地球環境との調和の取れた発展 ： 発電過程で二酸化炭素を放出しない、高レベル放射性廃棄物の量を低減 （軽水炉に比べ約１／４）

FBRサイクル実用化研究開発 65億円（6億円）

高速実験炉「常陽」
38億円（29億円）

高速増殖原型炉「もんじゅ」 89億円（84億円）

実用炉（２０５０年頃目途）

再処理技術

成果及び今後の目標
● 現在、２００８年頃の運転再
開を目指し改造工事を実施

○ 運転再開後、１０年以内を目
途に所期の目的（ナトリウム取
扱技術の確立、発電プラントと
しての信頼性の実証）を達成

（２００５年度末成果取りまとめ）

• 実用化候補概念の明確化

• ２０１５年頃までの研究開発計画

成果及び今後の目標
●MOX燃料の設計及び製造に係わる基盤的技

術の確立
●工学規模のMOX燃料製造技術の確立

○ 「常陽」，「もんじゅ」の燃料製造を通じて、
MOX燃料の遠隔自動化による量産技術を実証。
また、製造及び経済性の高いMOX燃料製造技術

の小規模実証及び工学規模ホット試験を実施

成果及び今後の目標
● 軽水炉再処理技術の確立
● 民間再処理工場への技術移転
○ 今後、再処理技術のFBR使用済
燃料への適用可能性の実証、使
用済燃料を用いた先進湿式再処
理技術の工学規模ホット試験を実施

成果及び今後の目標
● ＦＢＲとしての増殖
性能の確認、必要な
データの取得

○ 今後、ＦＢＲ用燃料
の高燃焼度化等を実証

（２００６年度～）

• ２０１０年頃に採用する新型機器等の革新技術決定

• ２０１５年頃に高速増殖炉サイクルの適切な実用化像
とそこに至るまでの研究開発計画を提示 実用燃料サイクルプラント

実用化ＦＢＲサイクル

実証炉等

工学規模試験施設

MOX燃料製造技術開発 49億円（46億円）

平成１９年度概算要求額 ：31,080百万円
（平成１８年度予算額） ：24,126百万円

※運営費交付金中の推計額を含む



次世代スーパーコンピュータの
イメージ

○平成１８年度事業内容 ○平成１９年度事業内容

・ハードウェア（ＬＳＩ等）の設計・研究開発

・ソフトウェア（OS、ミドルウェア、アプリケー
ション）の設計・研究開発

・建屋の設計・建設

・ハードウェア（計算機システム等）の設計・
研究開発
・ソフトウェア（OS、ミドルウェア、アプリケー
ション）の設計・研究開発
・建屋の設計等

最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用

ー｢次世代スーパーコンピュータ｣プロジェクトー
平成19年度概算要求額 ：8,700百万円
(平成18年度予算額)  ：3,547百万円

目的：世界最先端・最高性能の次世代スーパーコンピュータの開発・整備及び利用技術の開発・普及
（平成１８年度～平成２４年度）

概要：

理論、実験と並び、現代の科学技術の方法として確固たる地位を築きつつある計算科学技術をさらに発展さ

せ、長期的な国家戦略を持って取り組むべき重要技術（国家基幹技術）である「次世代スーパーコンピュータ」

を平成２２年度の稼働（平成２４年の完成）を目指して開発する。

今後とも我が国が科学技術・学術研究、産業、医・薬など広汎な分野で世界をリードし続けるべく､

（１）世界最先端・最高性能の「次世代スーパーコンピュータ (注) 」の開発・整備 (注) １０ペタFLOPS級
（２）次世代スーパーコンピュータを最大限利活用するためのソフトウェアの開発・普及

（３）上記（１）を中核とする世界最高水準のスーパーコンピューティング研究教育拠点（ＣＯＥ）の形成

を文部科学省のイニシアティブにより、開発主体を中心に産学官の密接な連携の下、一体的に推進する。



⇒ 放射光による強力な “高干渉性硬X線”の実現。
・短い波長 ［硬X線 （波長0.1ナノメートル以下）］

→ 原子・分子レベルでの超微細構造解析
・短いパルス ［フェムト秒パルス （10兆分の1秒以下）］

→ より高速な動態・変化を捕捉
・強力な光 ［超高輝度 （SPring-8の10億倍以上）］

→ 物質深部の解析、瞬時のデータ取得

・質の良い光 ［高干渉性（コヒーレント性100%）］

→ よりシャープな像の取得・精密計測

要素技術が装置として一体となることにより、上記性能を実現。
2006年夏以降、理研にてプロトタイプ機による実証試験を実施予定

（研究課題公募中）

☆ X線自由電子レーザーで拡がる研究領域例

ライフサイエンス分野 ～ 膜タンパク質の構造解析 ～ ナノテクノロジー分野 ～ 気体吸着素子の開発 ～

熱駆動型電子銃
電子ビームの先鋭化を実現

Cバンド線型加速器

高加速勾配を実現

真空封止型アンジュレーター
短波長化・高干渉性・高輝度化を実現

細胞膜

↓細胞内

↑細胞外

物質・情報

生理変化病因

老廃物

膜タンパク質

XFELにより結晶化が不要で１つのタンパク質で

も構造解析が可能。医薬品開発の鍵である膜タ
ンパク質構造解析に要する期間を１０年から半
年に大幅短縮

既存技術では解析困難
SP8：結晶化が必要、NMR：分子量に限界あり

SPring-8構造解析
⇒ ナノ細孔内で気体分子

が整列する事を発見！

現在の10億倍を上回る高輝度のＸ線レーザーを発振し、原子レベルの超微細構造、化学反応の超高速動態・変化を瞬
時に計測・分析することを可能とする世界最高性能の研究施設を平成23年度からの共用開始を目指して整備する。また、

ライフサイエンス分野やナノテクノロジー・材料分野など、様々な科学技術分野に新たな研究領域を開拓し、欧米に先んじ
る成果の創出を目指す。（開発期間（平成18年度～平成22年度））

☆ X線自由電子レーザーの特徴 ☆ X線自由電子レーザーの構成（SPring-8に隣接）

ナノサイズの穴を持つ物質

穴に取り込まれたガス分子

ＸＦＥＬにより細孔に分子が吸着される際の細孔
と気体分子の相互作用をリアルタイムに直接観察。

シックハウス原因物質や、 フロンガスなど

の環境汚染物質などの有害物質除去触媒
などの吸着に役立つ機能を持つ新素材の
開発に貢献

分子を取り込む様子を解析すれば、特定の分
子を選んで取り込む新しい素材開発が可能

Ｘ線自由電子レーザー装置の利用開発

医療、創薬に極めて有用であるが、脂質（細胞
膜）が結合しており、結晶化が極めて困難

平成19年度概算要求額： 7,764百万円
（平成18年度予算額） ： 2,306百万円
※運営費交付金の推計額を含む
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